
(57)【要約】

　【課題】　凝縮器として動作している熱交換器側の温

度が上昇した場合であっても、圧縮機の停止を抑制し、

圧縮機を動作させ続けることができる空気調和機を提供

する。

　【解決手段】　暖房時は凝縮器として動作し、冷房時

は蒸発器として動作する室内熱交換器１２及び室内熱交

換器１２へ送風を行う室内ファン２０を有する室内機１

０と、暖房時は蒸発器として動作し、冷房時は凝縮器と

して動作する室外熱交換器３２及び室外熱交換器３２へ

送風を行う室外ファン４２を有する室外機３０を備える

空気調和機において、制御部４０は、凝縮器として動作

している熱交換器側の熱交センサの検出温度が制限温度

を超えているか否かを判定し、超えていると判定した場

合、凝縮器として動作している熱交換器側のファンの風

量を増加させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 内 機 と 室 外 機 と を 備 え 、 室 内 機 に は 該 室 内 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 １ の 送 風 機 が 設 け ら れ
、 室 外 機 に は 該 室 外 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 が 設 け ら れ て お り 、 暖 房 又 は 冷 房 の 何
れ か を 行 う 空 気 調 和 機 に お い て 、
　 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と
、
　 該 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、
　 該 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 １ の 送 風
機 の 風 量 を 増 加 さ せ 、 冷 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 室 内 機 と 室 外 機 と を 備 え 、 室 内 機 に は 該 室 内 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 １ の 送 風 機 が 設 け ら れ
、 室 外 機 に は 該 室 外 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 が 設 け ら れ て お り 、 暖 房 又 は 冷 房 の 何
れ か を 行 う 空 気 調 和 機 に お い て 、
　 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と
、
　 該 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、
　 該 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風
機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 室 内 機 内 に 設 け ら れ 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し
、 前 記 第 １ の 送 風 機 で 冷 却 さ れ る 第 １ の 熱 交 換 器 と 、
　 前 記 室 外 機 内 に 設 け ら れ 、 暖 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し
、 前 記 第 ２ の 送 風 機 で 冷 却 さ れ る 第 ２ の 熱 交 換 器 と 、
　 暖 房 時 は 前 記 第 ２ の 熱 交 換 器 か ら 前 記 第 １ の 熱 交 換 器 へ 送 る 冷 媒 を 圧 縮 し 、 冷 房 時 は 前
記 第 １ の 熱 交 換 器 か ら 前 記 第 ２ の 熱 交 換 器 へ 送 る 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、
　 前 記 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波
数 を 低 下 さ せ る 圧 縮 制 御 手 段 と 、
　 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 所 定 周 波 数 以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 周 波 数 判 定 手 段 と
　 を 備 え 、 前 記 風 量 制 御 手 段 は 、 該 周 波 数 判 定 手 段 に よ っ て 所 定 周 波 数 以 下 で あ る と 判 定
さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減
少 さ せ る よ う に 構 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 室 内 機 と 室 外 機 と を 備 え 、 室 内 機 に は 該 室 内 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 １ の 送 風 機
が 設 け ら れ 、 室 外 機 に は 該 室 外 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 が 設 け ら れ て お り 、 暖 房 又
は 冷 房 の 何 れ か を 行 う 空 気 調 和 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 暖 房 又 は 冷 房 の 何 れ か を 行 う 空 気 調 和 機 と し て 、 室 内 機 に 設 け ら れ 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と
し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 す る 第 １ の 熱 交 換 器 と 、 室 外 機 に 設 け ら れ 、 暖 房
時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 す る 第 ２ の 熱 交 換 器 と 、 蒸 発 器 側 の
熱 交 換 器 か ら 凝 縮 器 側 の 熱 交 換 器 へ 送 る 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 凝 縮 器 側 の 熱 交 換 器 か
ら 蒸 発 器 側 の 熱 交 換 器 へ 送 る 冷 媒 を 減 圧 す る 膨 張 弁 と を 備 え る 空 気 調 和 機 が 用 い ら れ て い
る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 室 内 機 に は 、 第 １ の 熱 交 換 器 に 付 設 さ れ た 温 度 セ ン サ と 、 第 １ の 熱 交 換 器 へ 送 風
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を 行 う 第 １ の 送 風 機 と が 設 け ら れ 、 室 外 機 に は 、 第 ２ の 熱 交 換 器 に 付 設 さ れ た 温 度 セ ン サ
と 、 第 ２ の 熱 交 換 器 へ 送 風 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 圧 縮 機 が 例 え
ば 回 転 圧 縮 機 の 場 合 、 圧 縮 機 及 び 冷 凍 サ イ ク ル の 信 頼 性 を 高 め る た め に 下 限 回 転 数 が 予 め
設 定 さ れ て お り 、 圧 縮 機 回 転 数 が 下 限 回 転 数 以 下 に な っ た 場 合 は 圧 縮 機 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 凝 縮 器 側 の 温 度 セ ン サ が 検 出 す る 凝 縮 側 温 度 に 対 し て は 、 圧 縮 機 回 転 数 に 応 じ た
過 熱 防 止 温 度 が 予 め 決 め ら れ て い る 。 図 ２ は 過 熱 防 止 温 度 の 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。 検 出
さ れ た 凝 縮 側 温 度 が 、 現 在 の 圧 縮 機 回 転 数 に 対 応 す る 過 熱 防 止 温 度 よ り も 高 い 場 合 は 、 圧
縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ 、 高 圧 側 の 圧 力 を 低 下 さ せ て 凝 縮 側 温 度 を 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 凝 縮 側 温 度 は 、 凝 縮 器 側 の 送 風 機 の 風 量 が 小 さ い 、 送 風 さ れ る 空 気 の 温 度 が 高 い 、 又 は
蒸 発 器 側 の 送 風 機 の 風 量 が 大 き い な ど の た め に 高 圧 側 の 圧 力 が 高 く な る 場 合 に 、 高 く な る
。 ま た 、 凝 縮 器 側 の 送 風 機 の 送 風 口 の ゴ ミ の 目 詰 り 等 に よ っ て 風 量 が 小 さ く な っ た 場 合 に
も 、 凝 縮 側 温 度 は 高 く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ７ ９ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 よ り も 高 く な っ た た め に 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ る 場 合 に 、
例 え ば 凝 縮 器 側 で 送 風 さ れ る 空 気 の 温 度 が 高 い と き は 、 凝 縮 側 温 度 が 低 下 し 難 く 、 圧 縮 機
回 転 数 を さ ら に 低 下 さ せ る こ と が 多 い 。 そ の 後 も 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 下 に 下 が ら
ず 、 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ 続 け た 場 合 、 圧 縮 機 回 転 数 が 下 限 回 転 数 に 達 し 、 圧 縮 機 を 停
止 さ せ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 例 え ば 図 ２ の 圧 縮 機 回 転 数 １ ８ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ ［ ｒ ｐ ｍ ］ の 領 域 に 示 す よ う に 、
圧 縮 機 回 転 数 の 低 下 と 共 に 過 熱 防 止 温 度 も 低 下 す る 領 域 に お い て は 、 図 中 の 点 Ａ か ら 点 Ｂ
ま で の 矢 印 に 示 す よ う に 、 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ て 凝 縮 側 温 度 を 低 下 さ せ て も 、 過 熱 防
止 温 度 も 低 下 す る た め 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 よ り も 高 い 状 態 が 続 き 、 圧 縮 機 回 転 数
を さ ら に 低 下 さ せ る こ と が 多 い 。 そ の 後 も 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 下 に 下 が ら ず 、 圧
縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ 続 け た 場 合 、 圧 縮 機 回 転 数 が 下 限 回 転 数 に 達 し 、 圧 縮 機 を 停 止 さ せ
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 圧 縮 機 を 停 止 さ せ た 場 合 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 下 に 下 が る ま で 待 っ て 再 始 動 す
る こ と に な る 。 し か し 、 暖 房 時 又 は 冷 房 時 に 圧 縮 機 を 停 止 し た 場 合 、 室 温 を 設 定 温 度 に 到
達 さ せ る こ と が で き な く な り 、 ユ ー ザ に 不 快 感 を 与 え る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 圧 縮 機
が 再 始 動 し て 室 温 が 最 終 的 に 設 定 温 度 に 到 達 し た 場 合 で あ っ て も 、 室 温 上 昇 又 は 室 温 低 下
に 時 間 が か か り 、 ユ ー ザ に 不 快 感 を 与 え る と い う 問 題 、 及 び 、 圧 縮 機 の 停 止 が 故 障 記 録 等
に 残 る た め 、 点 検 時 又 は 保 守 時 に 対 応 が 必 要 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 斯 か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、
冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と 、 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か
否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 １
の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ 、 冷 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と を
備 え る こ と に よ り 、 凝 縮 器 側 の 温 度 上 昇 に よ る 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 し 、 圧 縮 機 を 動 作 さ せ
続 け る こ と が で き る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す
る 温 度 検 出 手 段 と 、 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、
制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房
時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と を 備 え る こ と に よ り 、 凝 縮 器 側 の 温
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度 上 昇 に よ る 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 し 、 圧 縮 機 を 動 作 さ せ 続 け る こ と が で き る 空 気 調 和 機 を
提 供 す る こ と を 他 の 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、
圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 を 低 下 さ せ る 圧 縮 制 御 手 段 と 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 所 定 周 波 数 以 下
で あ る か 否 か を 判 定 す る 周 波 数 判 定 手 段 と を 備 え 、 所 定 周 波 数 以 下 で あ る と 判 定 さ れ た 場
合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る
よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 凝 縮 器 側 の 温 度 上 昇 に よ る 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 し 、 圧 縮 機 を
動 作 さ せ 続 け る こ と が で き る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 他 の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 は 、 室 内 機 と 室 外 機 と を 備 え 、 室 内 機 に は 該 室 内 機 内 の 冷 却 を
行 う 第 １ の 送 風 機 が 設 け ら れ 、 室 外 機 に は 該 室 外 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 が 設 け ら
れ て お り 、 暖 房 又 は 冷 房 の 何 れ か を 行 う 空 気 調 和 機 に お い て 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を
検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と 、 該 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度
が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、 該 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限
温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ 、 冷 房 時 は
第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 は 、 室 内 機 と 室 外 機 と を 備 え 、 室 内 機 に は 該 室 内 機 内 の 冷 却 を
行 う 第 １ の 送 風 機 が 設 け ら れ 、 室 外 機 に は 該 室 外 機 内 の 冷 却 を 行 う 第 ２ の 送 風 機 が 設 け ら
れ て お り 、 暖 房 又 は 冷 房 の 何 れ か を 行 う 空 気 調 和 機 に お い て 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を
検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と 、 該 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度
が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 と 、 該 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限
温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は
第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 は 、 前 記 室 内 機 内 に 設 け ら れ 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、
冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 送 風 機 で 冷 却 さ れ る 第 １ の 熱 交 換 器 と 、 前 記 室
外 機 内 に 設 け ら れ 、 暖 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、 前 記 第
２ の 送 風 機 で 冷 却 さ れ る 第 ２ の 熱 交 換 器 と 、 暖 房 時 は 前 記 第 ２ の 熱 交 換 器 か ら 前 記 第 １ の
熱 交 換 器 へ 送 る 冷 媒 を 圧 縮 し 、 冷 房 時 は 前 記 第 １ の 熱 交 換 器 か ら 前 記 第 ２ の 熱 交 換 器 へ 送
る 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 前 記 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ
た 場 合 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 を 低 下 さ せ る 圧 縮 制 御 手 段 と 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 所 定 周
波 数 以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 周 波 数 判 定 手 段 と を 備 え 、 前 記 風 量 制 御 手 段 は 、 該 周 波
数 判 定 手 段 に よ っ て 所 定 周 波 数 以 下 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風
量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る よ う に 構 成 し て あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出
す る 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 温 度 判 定 手 段 で 判 定 し 、 制
限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 風 量 制 御 手 段 に よ っ て 暖 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風
量 を 増 加 さ せ 、 冷 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ る た め 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い
る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ 、 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 を 制 限 温 度 よ り も 低 く す る こ と
が で き る 。 よ っ て 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ る た め に 圧 縮
機 の 動 作 周 波 数 を 低 下 さ せ る 必 要 性 は 低 く な り 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 下 限 周 波 数 以 下 に
低 下 し て 停 止 す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ こ で 、 室 内 機 は 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、
冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 す る 第 １ の 熱 交 換 器 を 備 え 、 室 外 機 は 、 暖 房 時 は 蒸 発 器 と し て
動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 す る 第 ２ の 熱 交 換 器 を 備 え る 。 温 度 検 出 手 段 は 、 例 え
ば 熱 交 換 器 の 温 度 を 検 出 し た り 、 熱 交 換 器 周 辺 の 温 度 を 検 出 し た り 、 室 内 機 又 は 室 外 機 か
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ら 排 出 さ れ る 温 風 の 温 度 を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 暖 房 時 に 室 内 機 の 第 １ の 送
風 機 の 風 量 を 増 加 さ せ る 場 合 、 風 量 の 増 加 量 は 、 送 風 機 の 騒 音 が 問 題 に な ら な い 程 度 に 抑
え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 暖 房 時 は 室 内 機 内 の 温 度 を 検 出 し 、 冷 房 時 は 室 外 機 内 の 温 度 を 検 出
す る 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 が 制 限 温 度 を 超 え て い る か 否 か を 温 度 判 定 手 段 で 判 定 し 、 制
限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 風 量 制 御 手 段 に よ っ て 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風
量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ る た め 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い
る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ 、 温 度 検 出 手 段 の 検 出 温 度 を 制 限 温 度 よ り も 低 く す る こ と
が で き る 。 よ っ て 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ る た め に 圧 縮
機 の 動 作 周 波 数 を 低 下 さ せ る 必 要 性 は 低 く な り 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 下 限 周 波 数 以 下 に
低 下 し て 停 止 す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ こ で 、 室 内 機 は 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、
冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 す る 第 １ の 熱 交 換 器 を 備 え 、 室 外 機 は 、 暖 房 時 は 蒸 発 器 と し て
動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 す る 第 ２ の 熱 交 換 器 を 備 え る 。 温 度 検 出 手 段 は 、 例 え
ば 熱 交 換 器 の 温 度 を 検 出 し た り 、 熱 交 換 器 周 辺 の 温 度 を 検 出 し た り 、 室 内 機 又 は 室 外 機 か
ら 排 出 さ れ る 温 風 の 温 度 を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 第 １ 及 び 第 ２ の 送 風 機 の 風
量 を 減 少 さ せ る 場 合 、 送 風 機 の 回 転 数 （ ｒ ｐ ｍ ） が 下 限 回 転 数 以 下 に な ら な い 程 度 に 抑 え
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 温 度 判 定 手 段 に よ っ て 制 限 温 度 を 超 え て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 圧
縮 機 の 動 作 周 波 数 を 圧 縮 制 御 手 段 に よ っ て 低 下 さ せ る た め 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱
交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 後 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 所 定 周 波 数 以
下 で あ る か 否 か を 周 波 数 判 定 手 段 で 判 定 し 、 所 定 周 波 数 以 下 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 風
量 制 御 手 段 に よ っ て 暖 房 時 は 第 ２ の 送 風 機 の 風 量 を 減 少 さ せ 、 冷 房 時 は 第 １ の 送 風 機 の 風
量 を 減 少 さ せ る た め 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 低 下 さ せ 、 温 度 検 出
手 段 の 検 出 温 度 を 制 限 温 度 よ り 低 く す る こ と が で き る 。 た だ し 、 前 記 所 定 周 波 数 は 、 圧 縮
機 の 下 限 周 波 数 よ り も 高 い 周 波 数 で あ る 。 よ っ て 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 所 定 周 波 数 以 下
に 低 下 し た 場 合 は 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 を 主 に 送 風 機 に よ っ て 低
下 さ せ る た め 、 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 が 下 限 周 波 数 以 下 に 低 下 し て 停 止 す る こ と を 抑 制 で き
る 。 な お 、 回 転 圧 縮 機 の 場 合 は 、 周 波 数 の 代 わ り に 回 転 数 （ ｒ ｐ ｍ ） を 用 い る こ と も 可 能
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 が 上 昇 し た 場 合 で あ っ て
も 、 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 し な が ら 前 記 温 度 を 低 下 さ せ 、 圧 縮 機 を 動 作 さ せ 続 け る こ と が で
き る 。 室 温 が 設 定 温 度 に 到 達 す る 途 中 で 圧 縮 機 が 停 止 す る こ と な く 、 快 適 な 冷 暖 房 を 行 う
こ と が で き る 。 ま た 、 圧 縮 機 の 停 止 が 故 障 記 録 等 に 残 る こ と を 抑 制 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を そ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 の 構 成 例 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 空 気 調 和 機
は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 第 １ の 熱 交 換 器 ） １ ２ 、 室 内 フ ァ ン （ 第 １ の 送 風 機 ） ２ ０ 、 操 作 Ｉ ／
Ｆ （ 操 作 イ ン タ フ ェ ー ス ） ２ ２ 、 及 び 室 内 熱 交 換 器 １ ２ に 付 設 さ れ た 室 内 熱 交 セ ン サ （ 温
度 検 出 手 段 ） ２ ４ を 有 す る 室 内 機 １ ０ と 、 室 外 熱 交 換 器 （ 第 ２ の 熱 交 換 器 ） ３ ２ 、 圧 縮 機
３ ４ 、 四 方 弁 ３ ６ 、 膨 張 弁 ３ ８ 、 制 御 部 ４ ０ 、 室 外 フ ァ ン （ 第 ２ の 送 風 機 ） ４ ２ 、 及 び 室
外 熱 交 換 器 ３ ２ に 付 設 さ れ た 室 外 熱 交 セ ン サ （ 温 度 検 出 手 段 ） ４ ４ を 有 す る 室 外 機 ３ ０ と
を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 室 内 機 １ ０ の 室 内 熱 交 換 器 １ ２ は 室 外 機 ３ ０ の 四 方 弁 ３ ６ 及 び 膨 張 弁 ３ ８ と 接 続 さ れ 、
室 内 フ ァ ン ２ ０ は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ に 送 風 を 行 い 、 回 転 数 （ ｒ ｐ ｍ ） は 制 御 部 ４ ０ に よ
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っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 室 外 機 ３ ０ の 室 外 熱 交 換 器 ３ ２ は 四 方 弁 ３ ６ 及 び 膨 張 弁 ３ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、
圧 縮 機 ３ ４ は 四 方 弁 ３ ６ を 介 し て 室 外 熱 交 換 器 ３ ２ と 室 内 熱 交 換 器 １ ２ と 接 続 さ れ て い る
。 四 方 弁 ３ ６ は 、 流 路 を 切 換 え る こ と に よ り 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ 側 を 高 圧 に し た り 、 室 外
熱 交 換 器 ３ ２ 側 を 高 圧 に す る 。 四 方 弁 ３ ６ の 流 路 の 切 換 、 膨 張 弁 ３ ８ の 開 度 、 圧 縮 機 ３ ４
の 動 作 周 波 数 は 制 御 部 ４ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 室 外 フ ァ ン ２ ０ は 、 室 外 熱 交 換 器 ３ ２ に
送 風 を 行 い 、 回 転 数 は 制 御 部 ４ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 室 内 機 １ ０ の 操 作 Ｉ ／ Ｆ ２ ２ は 、 操 作 ス イ ッ チ 及 び 通 信 器 を 有 す る リ モ ー ト コ ン ト ロ ー
ラ と 通 信 を 行 う 通 信 器 、 又 は 、 操 作 ス イ ッ チ を 有 す る 操 作 パ ネ ル を 備 え 、 受 付 け た 操 作 情
報 を 制 御 部 ４ ０ に 送 る 。 室 内 機 １ ０ の 室 内 熱 交 セ ン サ ２ ４ は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ の 周 辺 の
温 度 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ を 備 え 、 計 測 値 を 制 御 部 ４ ０ に 送 る 。 ま た 、 室 外 機 ３ ０ の 室 外
熱 交 セ ン サ ４ ４ は 室 外 熱 交 換 器 ３ ２ の 周 辺 の 温 度 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ を 備 え 、 計 測 値 を
制 御 部 ４ ０ に 送 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 制 御 部 ４ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） 、
及 び Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） を 備 え 、 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る 制 御 プ ロ グ ラ ム を
Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 し て 、 室 内 機 １ ０ 及 び 室 外 機 ３ ０ の 各 構 成 部 の 制 御 を 行 う 。 ま た 、 室 内 熱 交
セ ン サ ２ ４ 、 室 外 熱 交 セ ン サ ４ ４ 、 操 作 Ｉ ／ Ｆ ２ ２ か ら 受 付 け た 情 報 、 一 時 的 に 使 用 す る
デ ー タ な ど は Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ れ る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 操 作 Ｉ ／ Ｆ ２ ２ で 受 付 け た 操 作 に 応 じ
て 室 内 機 １ ０ 及 び 室 外 機 ３ ０ の 各 構 成 部 を 制 御 し て 、 冷 房 運 転 又 は 暖 房 運 転 な ど を 行 う 。
制 御 部 ４ ０ は 、 例 え ば 操 作 Ｉ ／ Ｆ ２ ２ で 受 付 け た 設 定 温 度 と 室 内 温 度 と が 同 じ に な る よ う
に 各 構 成 部 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 冷 房 運 転 時 及 び 暖 房 運 転 時 に は 、 制 御 部 ４ ０ に よ っ て 、 膨 張 弁 ３ ８ の 開 度 は 負 荷 に 応 じ
て 調 節 さ れ る 。 ま た 、 四 方 弁 ３ ６ は 、 制 御 部 ４ ０ に よ っ て 、 冷 房 運 転 時 に は 室 外 熱 交 換 器
３ ２ 側 が 高 圧 、 暖 房 運 転 時 に は 室 内 熱 交 換 器 １ ２ 側 が 高 圧 と な る よ う に 流 路 が 切 換 え ら れ
る 。 よ っ て 、 暖 房 運 転 時 は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、 室 外 熱 交 換 器 ３ ２
は 蒸 発 器 と し て 動 作 す る 。 ま た 、 冷 房 運 転 時 は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ は 蒸 発 器 と し て 動 作 し
、 室 外 熱 交 換 器 ３ ２ は 凝 縮 器 と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 制 御 部 ４ ０ は 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 （ 以 下 、 凝 縮 側 温 度 と い う
） を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 、 検 出 し た 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 （ 制 限 温 度 ） を 超 え て い
る か 否 か を 判 定 す る 温 度 判 定 手 段 、 及 び 、 超 え て い る と 判 定 し た 場 合 、 凝 縮 器 と し て 動 作
し て い る 熱 交 換 器 側 の フ ァ ン （ 送 風 機 ） の 風 量 を 増 加 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と し て 動 作 す る
。 フ ァ ン の 風 量 の 増 加 は 、 回 転 数 を 例 え ば 約 ５ ０ ｒ ｐ ｍ 前 後 増 加 さ せ る 。 た だ し 、 暖 房 に
お い て は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ２ が 凝 縮 器 と し て 動 作 す る た め 、 室 内 フ ァ ン ２ ０ の 回 転 数 の 増
加 は 、 騒 音 が 問 題 に な ら な い 程 度 に 抑 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 過 熱 防 止 温 度 は 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 に 応 じ て 予 め 決 め ら れ て い る 。 図 ２ は 過 熱 防 止 温 度
の 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。 た だ し 、 圧 縮 機 と し て 回 転 圧 縮 機 を 例 に し て お り 、 動 作 周 波 数
の 代 わ り に 圧 縮 機 回 転 数 を 用 い て い る 。 以 下 、 圧 縮 機 回 転 数 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示
す 圧 縮 機 回 転 数 と 過 熱 防 止 温 度 と の 対 応 関 係 は 、 例 え ば 制 御 部 ４ ０ の Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て
い る 。 な お 、 過 熱 防 止 温 度 は 、 熱 交 セ ン サ ２ ４ ， ４ ４ の 取 付 位 置 に 基 づ い て 設 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 制 御 部 ４ ０ は 、 所 定 時 間 間 隔 で 凝 縮 側 温 度 と 過 熱 防 止 温 度 と の 比 較 を 行 い 、 凝 縮 側 温 度
が 過 熱 防 止 温 度 を 超 え な い よ う に 凝 縮 器 側 の フ ァ ン の 風 量 を 制 御 す る 。 図 ３ （ ａ ） は 、 凝
縮 側 温 度 の 監 視 及 び 制 御 の 処 理 手 順 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 圧
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縮 機 回 転 数 を 取 得 し （ Ｓ １ ０ ） 、 取 得 し た 圧 縮 機 回 転 数 に 対 応 す る 過 熱 防 止 温 度 を 取 得 す
る （ Ｓ １ ２ ） 。 こ こ で 、 圧 縮 機 回 転 数 は 、 制 御 部 ４ ０ に よ っ て 制 御 さ れ て い る た め 、 現 在
の 圧 縮 機 回 転 数 は 例 え ば 制 御 部 ４ ０ の Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 圧 縮 機 回 転 数 と 過
熱 防 止 温 度 と の 対 応 関 係 は Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ て お り 、 取 得 し た 圧 縮 機 回 転 数 に 対 応 す る 過
熱 防 止 温 度 が Ｒ Ｏ Ｍ か ら Ｒ Ａ Ｍ へ 読 み 出 さ れ る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 さ ら に 凝 縮 側 温 度 を 取 得
す る （ Ｓ １ ４ ） 。 こ こ で 、 凝 縮 側 温 度 は 、 熱 交 セ ン サ ２ ４ ， ４ ４ の 計 測 値 が 制 御 部 ４ ０ へ
送 ら れ て Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ れ て い る た め 、 制 御 部 ４ ０ は 凝 縮 器 と 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の
計 測 値 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 制 御 部 ４ ０ は 凝 縮 側 温 度 と 過 熱 防 止 温 度 と の 大 小 を 比 較 す る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 凝 縮
側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ １ ６ ： Ｎ Ｏ ） 、 凝 縮 器 側 の フ ァ ン の 回 転 数
を 例 え ば ５ ０ ｒ ｐ ｍ 前 程 度 増 加 さ せ て 送 風 量 を 増 加 し （ Ｓ １ ８ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。 ま た
、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 よ り 小 さ い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ １ ６ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） は 処 理 を 終 了
す る 。 な お 、 制 御 部 ４ ０ は 図 ３ （ ａ ） に 示 す 処 理 を 所 定 時 間 間 隔 で 繰 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 に な っ て い る 場 合 は 、 凝 縮 器 側 の フ ァ ン の 送 風 量 を 増 加
し て 凝 縮 側 温 度 を 低 下 さ せ 、 凝 縮 側 温 度 を 過 熱 防 止 温 度 以 下 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
よ っ て 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 に な っ た 場 合 に 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ る 必 要 性
が 低 く な り 、 圧 縮 機 回 転 数 の 低 下 に よ る 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 の 場 合 に 、 凝 縮 器 側 の
フ ァ ン の 風 量 を 増 加 さ せ た が 、 蒸 発 側 の フ ァ ン の 風 量 を 減 少 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ
の 場 合 、 制 御 部 ４ ０ は 、 凝 縮 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 温 度 （ 凝 縮 側 温 度 ） が 過
熱 防 止 温 度 （ 制 限 温 度 ） を 超 え て い る と 判 定 し た 場 合 、 蒸 発 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換
器 側 の フ ァ ン （ 送 風 機 ） の 風 量 を 低 下 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と し て 動 作 す る 。 フ ァ ン の 風 量
の 低 下 は 、 回 転 数 を 例 え ば 約 ５ ０ ～ １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 低 下 さ せ る 。 な お 、 フ ァ ン の 回 転 数 の 低
下 量 は 、 フ ァ ン の 下 限 回 転 数 以 下 に な ら な い 程 度 に し て お く 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ （ ｂ ） は 、 凝 縮 側 温 度 の 監 視 及 び 制 御 の 処 理 手 順 の 他 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。 Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ６ は 、 図 ３ （ ａ ） の Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ６ と 同 様 で あ り 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱
防 止 温 度 以 上 と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ １ ６ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ４ ０ は 蒸 発 器 側 の フ ァ ン の 回 転 数
を 例 え ば ５ ０ ～ １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 程 度 低 下 さ せ て 、 風 量 を 低 下 さ せ る （ Ｓ ２ ２ ） 。 こ れ に よ り
、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 に な っ た 場 合 、 蒸 発 器 側 の フ ァ ン の 送 風 量 を 減 少 さ せ て
高 圧 側 の 圧 力 を 低 下 さ せ 、 凝 縮 側 温 度 を 過 熱 防 止 温 度 以 下 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。 よ
っ て 、 凝 縮 側 温 度 を 低 下 さ せ る た め に 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ る 必 要 性 が 低 く な り 、 圧 縮
機 回 転 数 の 低 下 に よ る 圧 縮 機 の 停 止 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 の 場 合 に 、 凝 縮 側 の
フ ァ ン の 風 量 の 増 加 、 又 は 、 蒸 発 側 の フ ァ ン の 風 量 の 減 少 の 何 れ か を 行 っ た が 、 凝 縮 側 の
フ ァ ン の 風 量 の 増 加 、 及 び 、 蒸 発 側 の フ ァ ン の 風 量 の 減 少 の 両 方 を 行 う こ と も 可 能 で あ る
。 ま た 、 凝 縮 側 の フ ァ ン の 風 量 の 増 加 、 及 び ／ 又 は 、 蒸 発 側 の フ ァ ン の 風 量 の 減 少 と 、 圧
縮 機 回 転 数 の 低 下 と を 組 合 せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 の と き に 、 圧 縮 器 回 転 数 の 低 下 と 、 蒸 発 器 側 の フ
ァ ン の 風 量 の 減 少 と を 行 う 場 合 を 例 に し て 説 明 を 行 う 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ０ は 、 凝 縮 器
と し て 動 作 し て い る 熱 交 換 器 側 の 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 （ 制 限 温 度 ） を 超 え て い る と
判 定 し た 場 合 、 圧 縮 機 回 転 数 （ 圧 縮 機 の 動 作 周 波 数 ） を 低 下 さ せ る 圧 縮 制 御 手 段 、 圧 縮 機
回 転 数 が 所 定 回 転 数 （ 所 定 周 波 数 ） 以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 周 波 数 判 定 手 段 、 及 び 、
圧 縮 機 回 転 数 が 所 定 回 転 数 以 下 で あ る と 判 定 し た 場 合 、 蒸 発 器 と し て 動 作 し て い る 熱 交 換
器 側 の フ ァ ン （ 送 風 機 ） の 風 量 を 減 少 さ せ る 風 量 制 御 手 段 と し て 動 作 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 所 定 回 転 数 は 、 圧 縮 機 の 下 限 回 転 数 よ り も 高 い 回 転 数 で あ り 、 例 え ば 図 ２ の 点 Ｃ （
２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） と す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 前 記 所 定 回 転 数 は 、 制 御 部 ４ ０ の Ｒ Ｏ
Ｍ に 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 凝 縮 側 温 度 の 監 視 及 び 制 御 の 処 理 手 順 の 更 に 他 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。 Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ６ は 、 図 ３ （ ａ ） の Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ６ と 同 様 で あ り 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防
止 温 度 以 上 と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ １ ６ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ４ ０ は 圧 縮 機 回 転 数 を 低 下 さ せ る （
Ｓ ２ ６ ） 。 そ の 後 、 所 定 時 間 経 過 し た 場 合 （ Ｓ ２ ８ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 図 ３ （ ａ ） の Ｓ １ ０ ～ Ｓ
１ ６ と 同 様 に 、 制 御 部 ４ ０ は 、 圧 縮 機 回 転 数 の 取 得 （ Ｓ ３ ０ ） 、 圧 縮 機 回 転 数 に 対 応 す る
過 熱 防 止 温 度 の 取 得 （ Ｓ ３ ２ ） 、 凝 縮 側 温 度 の 取 得 （ Ｓ ３ ４ ） 、 凝 縮 側 温 度 と 過 熱 防 止 温
度 と の 比 較 を 行 い 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 よ り 小 さ い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ３ ６ ： Ｙ Ｅ
Ｓ ） は 処 理 を 終 了 す る 。 そ の 後 、 制 御 部 ４ ０ は 、 所 定 時 間 経 過 し て か ら 図 ４ に 示 す 処 理 を
再 度 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 制 御 部 ４ ０ は 、 凝 縮 側 温 度 が 過 熱 防 止 温 度 以 上 と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ３ ６ ： Ｎ Ｏ ）
、 圧 縮 機 回 転 数 と 所 定 回 転 数 （ 点 Ｃ ） と を 比 較 す る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 圧 縮 機 回 転 数 が 所 定
回 転 数 よ り 大 き い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ３ ８ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） は 、 圧 縮 器 回 転 数 を 低 下 さ せ （ Ｓ ４
０ ） 、 Ｓ ２ ８ に も ど る 。 ま た 、 制 御 部 ４ ０ は 、 圧 縮 機 回 転 数 が 所 定 回 転 数 以 下 と 判 定 し た
場 合 （ Ｓ ３ ８ ： Ｎ Ｏ ） 、 蒸 発 器 側 の フ ァ ン の 回 転 数 を 例 え ば 約 ５ ０ ～ １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 程 度 低
下 し て 、 風 量 を 低 下 さ せ （ Ｓ ４ ２ ） 、 Ｓ ２ ８ に も ど る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 暖 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 蒸 発 器 と し て
動 作 す る 第 １ の 熱 交 換 器 と 、 暖 房 時 は 蒸 発 器 と し て 動 作 し 、 冷 房 時 は 凝 縮 器 と し て 動 作 す
る 第 ２ の 熱 交 換 器 と を 用 い た 冷 房 又 は 暖 房 の 両 方 を 切 換 え て 行 う こ と が 可 能 な 空 気 調 和 機
を 例 に し て 説 明 を 行 っ た が 、 暖 房 又 は 冷 房 の 何 れ か 一 方 し か 行 え な い 空 気 調 和 機 に 本 発 明
を 適 用 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 の 構 成 例 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 過 熱 防 止 温 度 の 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 凝 縮 側 温 度 の 監 視 及 び 制 御 の 処 理 手 順 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 凝 縮 側 温 度 の 監 視 及 び 制 御 の 処 理 手 順 の 更 に 他 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ ０ 　 室 内 機
　 １ ２ 　 室 内 熱 交 換 器
　 ２ ０ 　 室 内 フ ァ ン
　 ２ ２ 　 操 作 Ｉ ／ Ｆ
　 ２ ４ 　 室 内 熱 交 セ ン サ
　 ３ ０ 　 室 外 機
　 ３ ２ 　 室 外 熱 交 換 器
　 ３ ４ 　 圧 縮 機
　 ３ ６ 　 四 方 弁
　 ３ ８ 　 膨 張 弁
　 ４ ０ 　 制 御 部
　 ４ ２ 　 室 外 フ ァ ン
　 ４ ４ 　 室 外 熱 交 セ ン サ
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